
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
三
十
四
号

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
施
行
規
則

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
施
行
規
則
を
、
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

（
契
約
の
締
結
の
届
出
）

第
一
条
　
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
（
昭
和
二
十

三
年
法
律
第
百
二
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）

第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
社
会
保
険
診
療
報

酬
支
払
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。
）
が
、
各
保

険
者
、
厚
生
労
働
大
臣
、
都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村

長
と
契
約
を
締
結
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
そ
の
写
を

添
え
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
契
約
を
変
更
し
、
又
は
解
除
し
た
と
き
も
同

様
と
す
る
。

（
経
理
原
則
）

第
二
条
　
基
金
は
、
法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
業
務
に
係

る
財
務
状
態
及
び
経
営
成
績
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

財
産
の
増
減
及
び
異
動
並
び
に
収
益
及
び
費
用
を
そ
の

発
生
の
事
実
に
基
づ
い
て
経
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
勘
定
区
分
）

第
三
条
　
基
金
の
会
計
に
お
い
て
は
、
貸
借
対
照
表
勘
定

及
び
損
益
勘
定
を
設
け
、
貸
借
対
照
表
勘
定
に
お
い
て

は
資
産
、
負
債
及
び
資
本
を
計
算
し
、
損
益
勘
定
に
お

い
て
は
収
益
及
び
費
用
を
計
算
す
る
。

２
　
基
金
は
、
計
算
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
必

要
に
応
じ
経
理
を
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
貸
借

対
照
表
勘
定
及
び
損
益
勘
定
を
設
け
て
経
理
す
る
も
の

と
す
る
。

（
収
支
予
算
）

第
四
条
　
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
収
支
予
算
（
以
下

「
収
支
予
算
」
と
い
う
。
）
は
、
法
第
十
五
条
第
一
項
か

ら
第
三
項
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
の
事
務
の
執
行
に
要
す

る
費
用
に
つ
い
て
作
成
し
、
収
入
に
あ
っ
て
は
そ
の
性

質
、
支
出
に
あ
っ
て
は
そ
の
目
的
に
従
っ
て
区
分
す
る

も
の
と
す
る
。

（
予
備
費
）

第
五
条
　
基
金
は
、
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
に

よ
る
支
出
予
算
の
不
足
を
補
う
た
め
、
収
支
予
算
に
予

備
費
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
予
算
の
流
用
）

第
六
条
　
基
金
は
、
支
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
当
該
予
算

に
定
め
る
目
的
の
ほ
か
に
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
収
支
予
算
の
実
施
上
必
要
か
つ
適
当
で
あ
る
と

き
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
相

互
流
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
予
算
の
繰
越
し
）

第
七
条
　
基
金
は
、
収
支
予
算
の
実
施
上
必
要
が
あ
る
と

き
は
、
支
出
予
算
の
経
費
の
金
額
の
う
ち
当
該
事
業
年

度
内
に
支
出
決
定
を
終
ら
な
か
っ
た
も
の
を
翌
事
業
年

度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
業
計
画
等
の
認
可
の
申
請
）

第
八
条
　
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を

記
載
し
た
申
請
書
に
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
を

添
付
し
て
、
こ
れ
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
同

様
と
す
る
。

（
事
業
計
画
）

第
九
条
　
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
事
業
計
画
に
は
、
次

に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
計
画
を
記
載
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
　
法
第
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す

る
業
務
に
関
す
る
事
項

二
　
そ
の
他
必
要
な
事
項

（
事
業
状
況
報
告
書
）

第
十
条
　
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
事
業
状
況
報
告
書
に

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
事
業
内
容
、
事
務
所
の
所
在
地
、
職
員
の
定
数
及

び
そ
の
前
事
業
年
度
末
と
の
比
較

二
　
契
約
の
状
況

三
　
管
掌
別
診
療
報
酬
支
払
状
況

四
　
管
掌
別
診
療
報
酬
収
入
状
況

五
　
管
掌
別
事
務
費
収
入
状
況

六
　
事
業
費
収
支
状
況

七
　
第
九
条
の
計
画
の
実
施
の
結
果

（
収
支
決
算
書
等
）

第
十
一
条
　
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
財
産
目
録
及
び
事

業
状
況
報
告
書
に
は
、
収
支
決
算
書
、
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
収
支
決
算
書
は
、
収
支
予
算
と
同
一
の
区
分

に
よ
り
作
成
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
次
の
事
項
を
記
載
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
収
入

イ
　
収
入
予
算
額

ロ
　
収
入
決
定
済
額

ハ
　
収
入
予
算
額
と
収
入
決
定
済
額
と
の
差
額

二
　
支
出

イ
　
支
出
予
算
額

ロ
　
前
事
業
年
度
か
ら
の
繰
越
額

ハ
　
予
備
費
の
使
用
の
金
額
及
び
そ
の
理
由

ニ
　
流
用
の
金
額
及
び
そ
の
理
由

ホ
　
支
出
予
算
現
額

ヘ
　
支
出
決
定
済
額

ト
　
翌
事
業
年
度
へ
の
繰
越
額

チ
　
不
用
額

（
毎
月
の
事
業
状
況
報
告
）

第
十
二
条
　
基
金
は
、
毎
月
の
事
業
状
況
に
つ
き
、
次
に

掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
報
告
書
を
翌
月
末
日
ま
で

に
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
契
約
の
状
況

二
　
管
掌
別
診
療
報
酬
支
払
状
況

三
　
管
掌
別
診
療
報
酬
収
入
状
況

四
　
管
掌
別
事
務
費
収
入
状
況

五
　
事
業
費
収
支
状
況

六
　
事
務
費
収
支
状
況

七
　
管
掌
別
審
査
状
況

（
診
療
報
酬
請
求
書
の
審
査
等
に
関
す
る
事
務
の
執
行

に
要
す
る
費
用
を
算
出
す
る
に
当
た
り
考
慮
す
べ
き
事

項
）

第
十
三
条
　
法
第
二
十
六
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

も
の
は
、
診
療
担
当
者
（
法
第
一
条
に
規
定
す
る
診
療

担
当
者
を
い
う
。
）
又
は
医
療
機
関
（
法
第
十
五
条
第

一
項
第
四
号
、
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び

第
三
項
に
規
定
す
る
医
療
を
担
当
す
る
機
関
を
い
う
。
）

の
提
出
す
る
診
療
報
酬
請
求
書
の
数
及
び
当
該
診
療
報

酬
請
求
書
の
審
査
（
そ
の
審
査
に
つ
い
て
不
服
の
申
出

が
あ
っ
た
場
合
の
再
審
査
を
含
む
。
）
並
び
に
同
条
第

二
項
第
一
号
の
意
見
を
述
べ
る
業
務
の
内
容
と
す
る
。

（
立
入
検
査
の
身
分
証
明
書
）

第
十
四
条
　
法
第
二
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
証
票

は
、
別
記
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
権
限
の
委
任
）

第
十
五
条
　
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
法
第

十
八
条
第
一
項
、
第
十
九
条
、
第
二
十
八
条
第
一
項
及

び
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
権
限
（
定
款
の
変
更
の

命
令
を
除
く
。
）
を
地
方
厚
生
局
長
に
委
任
す
る
。
た

だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
こ
れ
ら
の
権
限
を
自
ら
行
う

こ
と
を
妨
げ
な
い
。

２
　
法
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
前
項
に
規
定

す
る
権
限
の
う
ち
地
方
厚
生
支
局
の
管
轄
区
域
に
係
る

も
の
は
、
地
方
厚
生
支
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、

地
方
厚
生
局
長
が
こ
れ
ら
の
権
限
を
自
ら
行
う
こ
と
を

妨
げ
な
い
。

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
昭
和
二
十
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
二
四
年
七
月
七
日
厚
生
省
令
第

二
七
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十

四
年
六
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
五
年
七
月
一
二
日
厚
生
省
令

第
四
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
六
年
一
二
月
六
日
厚
生
省
令

第
四
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十

六
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
九
月
二
五
日
厚
生
省
令

第
四
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十

七
年
九
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
八
月
七
日
厚
生
省
令
第

四
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
一
一
月
二
一
日
厚
生
省

令
第
五
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
五
一
年
六
月
五
日
厚
生
省
令
第

二
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
六
月
二
四
日
厚
生
省
令
第

五
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規

定
は
、
平
成
八
年
四
月
一
日
に
始
ま
る
事
業
年
度
に
係

る
当
該
省
令
の
規
定
に
規
定
す
る
書
類
か
ら
適
用
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
二
九
日
厚
生
省
令

第
五
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
申
請
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
に
、
こ
の
省
令
に
よ
る

改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い

る
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
で
こ
の
省
令
の
施
行
の

日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
に
係
る
行
政
事
務
を
行
う

べ
き
者
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
こ
の
省
令
の

施
行
の
日
以
後
に
お
け
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の

相
当
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為

と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令

の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に
対
し
届
出
、
報
告
そ

の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
、
こ
の

省
令
の
施
行
の
日
前
に
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
、
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省

1



令
の
相
当
規
定
に
よ
り
相
当
の
機
関
に
対
し
て
届
出
、

報
告
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
に

つ
い
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し

て
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の

規
定
を
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
二
〇
日
厚
生
省

令
第
一
二
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る

改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
五
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
社
会
保
険
診
療
報

酬
支
払
基
金
法
施
行
規
則
の
様
式
は
、
当
分
の
間
、
同

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払

基
金
法
施
行
規
則
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
二
九
日
厚
生
労
働

省
令
第
五
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働

省
令
第
七
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
五
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
七
日
厚
生
労
働
省
令

第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令

で
定
め
る
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
に

よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
に
必
要

と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り

繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省

令
第
七
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省

令
第
六
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
二
月
二
日
厚
生
労
働
省
令

第
二
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

別
記
様
式
（
第
十
四
条
関
係
）

別記様式(第十四条関係) 

(表 面) 

  

社会保険診療報酬支払基金検査証 

(法第二十八条関係) 

  

写

真 

  

官職又は職名 

 

氏    名 

 

(  年  月  日生) 

 

 

 

(裏 面) 

第    号 

 

 

 

 令和  年  月  日交付 

 

社会保険診療報酬支払基金法(抄) 

 

第二十八条 厚生労働大臣は、基金に対して、業務又は財産の状況に

関し報告をさせ、又は当該職員にその業務又は財産の状況若しくは

帳簿書類その他の物件を検査させるものとする。 

2  略 

 

第三十二条 基金の代表者、代理人、使用人その他の従業者が、第二

十八条の規定による報告を怠り、若しくは虚偽の報告をなし、又は

当該職員の検査を拒み、妨げ、若しくは忌避したときは、これを三

十万円以下の罰金に処する。 

2  略 

  
厚 生 労 働 大

臣、地方厚生

局長又は地方

厚 生 支 局 長 

印 

  

  

備考 この用紙は、A列7番とし、厚紙を用い、中央の点線の所から二つ折とすること。 
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